
　

昨
年
、
芝
浦
工
業
大
学
は
、
２
０
２
７

年
の
創
立
１
０
０
周
年
に
向
け
た
研
究

力
強
化
プ
ラ
ン
「
Ｓ
Ｉ
Ｔ
研
究
ビ
ジ
ョ
ン

～
知
と
地
の
創
造
拠
点・ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
構
想
」

を
策
定
し
た
。
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
を

村
上
雅
人
学
長
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

　
「
１
０
０
周
年
に
向
け
て
本
学
は
、
ア

ジ
ア
工
学
系
大
学
ト
ッ
プ
10
に
ラ
ン

ク
イ
ン
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
産
学
共
同
研
究
、
研
究

拠
点
環
境
の
整
備
、
研
究
成
果
拡
大
の

方
策
を
重
点
に
し
な
が
ら
、
国
際
産
学

連
携
の
仕
組
み
『
ｇ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
（Global 

Engineering Research Center

）』
を
構

築
し
、
世
界
に
向
け
て
研
究
成
果
を
還

元
し
て
い
く
方
針
で
す
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
も

そ
の
一
環
で
、
各
工
学
分
野
の
知
と
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
て
ア
ン
チ
エ

イ
ジ
ン
グ
や
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
に
貢
献
す

る
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
を
推
し
進
め

て
い
き
ま
す
」

　

同
大
は
10
年
前
、
シ
ス
テ
ム
工
学
部

（
現
シ
ス
テ
ム
理
工
学
部
）
内
に
生
命
科

学
科
を
新
設
し
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
と

バ
イ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
シ
ス
テ
ム

工
学
を
融
合
さ
せ
た
新
た
な
学
際
領
域

で
の
研
究
・
教
育
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
は
い
わ
ば
そ
の
取
り
組
み
を

全
学
的
に
拡
大
し
た
も
の
で
、
同
大
の

多
様
な
学
科
か
ら
20
名
の
教
員
が
参
画
。

学
部
学
生
や
大
学
院
生
も
加
わ
り
、
国

内
の
他
大
学
や
研
究
機
関
、
企
業
は
も

と
よ
り
海
外
の
大
学
や
研
究
機
関
と
も

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

具
体
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
関
し
て
、
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
メ
ン
バ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
越
阪
部
奈
緒
美
教
授
は
こ
う
語
る
。

　
「
生
活
習
慣
病
や
認
知
症
な
ど
は
、
脳

を
中
心
と
す
る
高
次
の
臓
器
間
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
不
全
に
大
き
な
原
因

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。そ
こ
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
で
は
、

モ
バ
イ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
よ
る
セ

ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
ド

ラ
ッ
グ
リ
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
応

用
し
た
創
薬
な
ど
多
面
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
研
究
で
、
総

合
的
な
ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
、そ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
不
全
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
」

　

医
療
分
野
の
研
究
開
発
で
、
工
学
的

な
知
見
だ
け
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
、
実

際
の
医
療
現
場
に
は
適
応
し
に
く
い
も

の
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
点
、
工
学

と
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
、
医

療
機
関
な
ど
連
携
す
れ
ば
、
実
践
的
な

プ
ロ
ダ
ク
ト
が
生
み
出
さ
れ
る
可
能
性

が
高
い
。
し
か
も
こ
う
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
学
生
も
異

分
野
の
学
生
や
研
究
者
と
交
流
す
る
機

会
が
増
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

や
視
野
の
広
さ
が
養
わ
れ
る
。
こ
れ
は

「
社
会
に
学
び
、
社
会
に
貢
献
す
る
技
術

者
の
育
成
」
と
い
う
同
大
の
建
学
精
神

と
も
完
全
に
合
致
す
る
も
の
と
言
え
る
。

　

生
命
科
学
科
の
創
設
か
ら
10
年
。
芝

浦
工
業
大
学
の
研
究
と
教
育
は
い
ま
、

新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
に
到
達
し
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。

芝
浦
工
業
大
学
が
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
と
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」

（
Ｑ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
）
を
発
足
さ
せ
、
学
内
外
で
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
積

極
的
な
研
究
活
動
を
進
め
て
い
る
。
長
年
に
わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
工
学
的
知

見
・
手
法
と
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
を
融
合
さ
せ
た
こ
の
新
た
な
取
り
組
み
か
ら

ど
の
よ
う
な
成
果
が
生
ま
れ
る
か
、
各
方
面
か
ら
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

制
作
　
東
洋
経
済
企
画
広
告
制
作
チ
ー
ム

工
学
と
生
命
科
学
の
融
合
に
よ
る
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の

新
た
な
領
域
を
切
り
拓
く

芝浦工業大学お問合わせ  http://www.shibaura-it.ac.jp/
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高次の臓器間ネットワークの不全に対し
工学的手法による最適治療を設計

（1）退行性変化遅延のための技術開発
食事・運動・睡眠

＋
モバイルヘルスケアサービス

（2）疾患の診断・治療法の確立
ドラッグリポジショニング　
感性科学を応用した創薬

医療機器

（3）予後の速やかな改善
リハビリテーション　
義肢装具


